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【著者略歴】1956 年茨城県生まれ。早稲田大学第一文学部卒業、同大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得。博
士（文学）、博士（文化交渉学）。現在、関西大学名誉教授、泊園記念会会長、日本中国学会顧問。専攻は中国思想史、
儒教史、日本漢学史。主な著訳書：馮友蘭『中国哲学史　成立篇』（共訳、冨山房、1995 年）、熊十力『新唯識論』（訳
注、関西大学出版部、2004 年）、『朱子学の新研究―近世士大夫の思想史的地平』（創文社、2004 年）、馮友蘭『馮友蘭
自伝―中国現代哲学者の回想』1・2（訳注、平凡社東洋文庫、2007 年）、『宋代思想の研究―儒教・道教・仏教をめぐ
る考察』（関西大学出版部、2009 年）、『泊園書院歴史資料集』（関西大学出版部、2010 年）、『朱熹《家禮》實證研究』
（上海・華東師範大学出版社、2012 年）、『朱熹《家禮》宋本彙校』（上海古籍出版社、2020 年）、『中国現代哲学の探
究』（関西大学出版部、2026 年）、『朱子学再考 続』（法藏館、2026 年）など多数。
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